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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動素子と、
　前記振動素子に接続されている複数のリードと、を含み、
　前記振動素子は、
　基部と、
　前記基部から一方側へ延出している駆動部と、
　前記基部から他方側へ延出している検出部と、
　前記駆動部に配置され、前記駆動部を駆動する駆動信号が印加される駆動信号電極と、
　前記検出部に配置され、物理量に応じた検出信号を出力する検出信号電極と、を含み、
　前記複数のリードは、
　前記駆動信号電極に電気的に接続された駆動信号リードと、
　前記検出信号電極に電気的に接続された検出信号リードと、を含み、
　前記駆動信号リードおよび前記検出信号リードは、前記基部に対して互いに反対側に位
置していることを特徴とする物理量検出装置。
【請求項２】
　前記駆動部は、前記基部から第１軸方向の一方側へ延出し、
　前記検出部は、前記基部から前記第１軸方向の他方側へ延出し、
　前記第１軸方向において、前記駆動信号リードは、前記検出信号リードよりも前記一方
側に位置している請求項１に記載の物理量検出装置。
【請求項３】
　前記検出信号電極は、第１検出信号を出力する第１検出信号電極と、前記第１検出信号
と逆相の第２検出信号を出力する第２検出信号電極と、を含み、
　前記検出信号リードは、前記第１検出信号電極と電気的に接続されている第１検出信号
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リードと、前記第２検出信号電極と電気的に接続されている第２検出信号リードと、を含
んでいる請求項２に記載の物理量検出装置。
【請求項４】
　前記振動素子は、前記基部に配置され、前記駆動信号電極と電気的に接続されている駆
動信号端子と、前記基部に配置され、前記第１検出信号電極と電気的に接続されている第
１検出信号端子と、前記基部に配置され、前記第２検出信号電極と電気的に接続されてい
る第２検出信号端子と、を含み、
　前記駆動信号リードは、前記駆動信号端子に接続され、前記基部の前記一方側に位置し
、
　前記第１検出信号リードは、前記第１検出信号端子に接続され、前記基部の前記他方側
に位置し、
　前記第２検出信号リードは、前記第２検出信号端子に接続され、前記基部の前記他方側
に位置している請求項３に記載の物理量検出装置。
【請求項５】
　前記振動素子の平面視にて、前記基部の重心を通り前記第１軸方向に沿う直線を仮想中
心線としたとき、
　前記駆動信号リードは、前記仮想中心線に沿い、前記仮想中心線と重なるように配置さ
れている請求項４に記載の物理量検出装置。
【請求項６】
　前記振動素子の平面視で、前記基部の前記仮想中心線に対して一方側に前記第１検出信
号リードが接続されており、他方側に前記第２検出信号リードが接続されている請求項５
に記載の物理量検出装置。
【請求項７】
　前記第１検出信号リードおよび前記第２検出信号リードは、前記仮想中心線に対して対
称的に配置されている請求項５または６に記載の物理量検出装置。
【請求項８】
　前記振動素子は、前記駆動部に配置され、前記駆動信号に対する基準電位となる基準電
位電極と、前記基部に配置され、前記基準電位電極と電気的に接続されている定電位端子
と、を含み、
　前記複数のリードは、前記定電位端子と接続された基準電位リードを含み、
　前記基準電位リードは、前記振動素子の平面視で、前記第１検出信号リードと前記第２
検出信号リードとの間に位置している請求項７に記載の物理量検出装置。
【請求項９】
　前記基準電位リードは、前記振動素子の平面視で、前記仮想中心線に沿い、前記仮想中
心線と重なるように配置されている請求項８に記載の物理量検出装置。
【請求項１０】
　前記駆動信号リードおよび前記検出信号リードは、前記基部から互いに離間する方向に
延在している請求項１ないし９のいずれか１項に記載の物理量検出装置。
【請求項１１】
　前記複数のリードは、補強用の補強リードを含んでいる請求項１ないし１０のいずれか
１項に記載の物理量検出装置。
【請求項１２】
　前記物理量は、角速度である請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の物理量検出装
置。
【請求項１３】
　前記駆動信号を生成する駆動回路と、
　前記検出信号に基づいて前記物理量を検出する検出回路と、を含んでいる請求項１ない
し１２のいずれか１項に記載の物理量検出装置。
【請求項１４】
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の物理量検出装置を有することを特徴とする
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電子機器。
【請求項１５】
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の物理量検出装置を有することを特徴とする
移動体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　（ジャイロ素子）
　ジャイロ素子３は、Ｘ軸まわりの角速度ωｘを検出することができる。ジャイロ素子３
は、図４および図５に示すように、水晶で構成された振動片３０と、振動片３０に配置さ
れた電極および端子とを有する。ただし、振動片３０の構成材料としては、水晶に限定さ
れず、例えば、タンタル酸リチウム、ニオブ酸リチウムなどの水晶以外の圧電材料が挙げ
られる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　平面視で、ダミー端子リード４２７、４２８は、Ｘ軸中心線Ｌ１に対して互いに反対側
に位置しており、これらダミー端子リード４２７、４２８でジャイロ素子３をＹ軸方向か
ら両持ち支持している。そのため、リード４２１～４２８によって、ジャイロ素子３を四
方から安定して支持することができる。特に、ダミー端子リード４２７、４２８によって
、ジャイロ素子３のＸ軸まわりの回転をより効果的に低減することができる。また、本実
施形態では、平面視で、ダミー端子リード４２７、４２８がＹ軸中心線Ｌ２に沿い、Ｙ軸
中心線Ｌ２と重なるように配置されているため、ダミー端子リード４２７、４２８がバラ
ンスよく配置され、上述の効果がより顕著となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　＜第３実施形態＞
　図１３は、本発明の第３実施形態に係る物理量検出装置が有するジャイロ素子の平面図
（上面図）である。
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